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ま え が き

塩尻公明は、私が最も深く尊敬している思想家である。塩尻の講義を受けた

のを機縁に、シオジリアン（塩尻アン、塩尻のファンのこと）のひとりとなって

ほぼ 50 年を経過しようとしているが、その好きさは変わらない。否、齢を重

ねるにつれて、彼の偉大さがわかり、好きさが増してくるように思われる。顧

みれば、私の人生は塩尻の生き方に憧れ、塩尻の教えに従い導かれてきたとい

う感を深くする。とくに迷った時や困った時や重大な決断をしなければならな

い時は、いつも塩尻の著作を読み返して、勇気と決断力とを得てきたように思

う。おそらくこれからも、そうであると思う。私にとって塩尻の著作は、アラ

ディンのランプであり、打ち出の小槌である。

塩尻公明は、戦前は真摯で誠実な教育者・教授として、戦後はデモクラシー

と自由とを熱愛する政治学者として、また、「或る遺書について」等の「…つ

いて」シリーズの著者として全国の青年学徒の憧れの人生論者として、名声を

博していた。しかし、逝去されて早や半世紀近く経った昨今、塩尻は忘れられ

た思想家である、という声を聞く。

私は、塩尻公明は忘れられた思想家ではないし、また、塩尻を忘れられた

思想家にしてはならない、と考えている。塩尻はもっと見直され、その著作

はもっと読まれ、もっと高く評価されるべきであると考えている。とりわけ混

迷した現代にあって、人生の意義（「人生いかに生くべきか」）を真面目に追求し

ている人たちには、塩尻の著作を是非読まれることをおすすめしたいと思う。

私がそうであったように、必ずやよきヒントを得ることができるはずである
（ただし、塩尻の著書のほとんどが絶版で、図書館か古書でしか読めないことは残念であ

る）。

本書は、私の一連の塩尻公明の評伝に続く書物として執筆したものである。

本書は、3 つの文章から成り立っている。塩尻の生涯において大きな影響を与

えた旧制一高時代からの恩師である河合栄治郎の生き方と比較しながら、塩尻
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の生き方を考察した第 1 章を初めとして、第 2 章と第 3 章においても、人格主

義思想に立脚した塩尻の生き方を紹介しようと企図したつもりである。塩尻の

生き方は、“しなやか
0 0 0 0

で、したたかな
0 0 0 0 0

生き方”または“原則において頑固、対

応において柔軟な生き方”と表現ができるのではないかと思っている。本書が

少しでも読者の参考になることができるならば、私の大なるよろこびとすると

ころである。

ささやかな本書であるが、これまでの塩尻公明研究書と同じく、過去と現在

と未来の“塩尻アン”に捧げたい。

2013 年 8 月 15 日

中谷　彪
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